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一昭和48年度の調査より -

1 .はじめに

当j立幼;I，t ptj k i It!W{，tll ，没 r. 'l~の I:r，~if&凡されたもので、

!;'， (-ケ lí:二丁目 から似:~lf'問にかけて jょがる弥生時代後

JtJl-titJ'tl時代liiTJUI)えぴr'Jlr.ltllキ代~従良川代を中心 とす

る似イ子i立r~; である.

このうちl自制4B.ij:J立i邸1~t.，，( fよ.1GIr).線バイパえと西

大iIt~lI{々，;íl広ぬとをつなぐ町[1 ， 1;，11'阿道路!大jにあ 1)、I!9

大i-Il駅のすぐPGfI町、与L，n;ドOJけめの防省側に{立;汽する e

jlj:jll のj立跡として代ぷ的なむのをあ』ずると 、 北~tï&

約 450mに大ilドド{飢餓必勝があり、彼定の外郊線が約

。 s 15m 
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60111;!i:くにまでせま勺ている.また北岡600-7∞mr: 

!;~ r-!J I占的泌があリ、その川崎リには、Ulm，山氏Cf.や
務i民ヶ谷il'H事がある.

2.透織の概略

本潟玉住民で I.t.'~fo.火fi，'，';'跡{お B) 4 似以 |二 、 I~i立村:4主

物 (SB)6HJ以上、 ゴ二割時(SK)7)品、 i持(S D ) 8条が

検出されている。 (1刈l参Jl日)

与t火白，f.!i~ぅ'!:

J来術的約lQ.2-16.Rn1'の大きさを;11'リ、 i立1)N・けの

カマドをfTう。日I'j!iflhii l;t 以ドのj曲。Jて・わる.約 39 x 
3.3111(S8-3) 、約~UX2 . 9m( S B -4}， ，f!.J 4.2 

X4.0m(S8-6)、制i!l来サ2.9m(S8-9)。二のほ

か S8-3とS8-4のi勾似'1に切り介って畷穴住居跡

らしいらのがある.ただし、 S8-4州側のむのはS

υ-5と全体がlR践するためIt_{終段階で取リはずされ

ている.

IY-Ji!l!十る泌物としては、 S8

-3内よリNIl32、その東側の議

ち;~みからNn33 、 S8-4 と S

B -6 f.tj!i:からは、そltぞilN札

23とNIl16が:1¥:1:している。

~I.I! IZH:.tll物

S 1:3 - 1 r.t. 2 1111 x 2 r:a、S円

-2 Jま21:11 x 2 IIIJJ...:.Lヒ、 SB-

51J: lllllx 3 nl)、SB -7 rJ: 1 

IfJJx 21J¥1、SB -8 I.J: 2 r，¥J x 3 

IIIJ、SB -101;1: 1 ftll x 21111の建

物3である。このう ち5B-2に

ついては、その切り{i"l-、から S

1)-1よりも新しい4とがわか

る.また、不明方IHか円形で不

脳，1¥、のH・火ヰ.~つ S 1:l-5、 S 

8-7、 SB-10>j_どは案外古

L、総抑|を示すかむしれない。し

かし、その他の Lの L含めてこ

れらの他物i二I'J!う泌物t主主〈、

年代については今後の課題であ

る

1二以

}j形の bめが4)よ、 l台門形が

2 )/~、同形が I ~Ji である。 この



うち1]形の SK-Iの1ぷIftiI制下に1.1.、水結の成絞と思 21)とに分けるニとができる 11**on;はやや内均気味

われる府食木村の繊'11が広カ・っていた.したがって方 に外上1iに1mくが、 jjiJ'fi'のなかには白紙i的に聞くらの

形の 4)，W.j二1晩寝と々えてよい l剣述造物として、 S がある (18、19)， ，羽根は、 lî~ffil外 1(liにヘラケズリのみ

Kー lよリNn12、30、5K-2よりNn15，30 (S Kー られるむのがある(18、20)が、他は内外1Mとむナデ

lと同一例体}をあげることができる. 議笠である さらにJii:;'$内i(l;'1'央にタテナデがみられ

滞 る(16、17、19-21)のむ特徴的である.

5D-5Lt弥'1:時代後JI1I-註Itft時代前1111の泌物を{宇 A-21.:1:11 結径が12.2C'm-13.8('mのもので、平らな

い滞幅1.32-3.28m、深さ 1.3-0.3mのU字詰lで、下 底部からげ(線的に外l:JiへIHI< 1 ・ IH;~lí をむつ(22-25)

2首tへ向かうはどi.leくなっている. A-1めように内均気I1ょに!日1< bのはみられず、むし

50ー lは、 N-5・-wのははI何」じに流れる中日 6m、 ろ外反主~I味に I泊〈乙のがある (22. 2:n 11'~ml'I ' リとは欠

深さ 1mほどの大r，'11 であるが、 ~tの部分の布i1;!が大き 抗しているため|勾1(1;にずチ十デがあ -，たかどうかはわ

〈広がっている .下1M には占・坑l時代 lì~JYIのj立物を含み、 からない.

上胞の1.'.':1地色!肉食 1:1併には多くの木製品やNol-ll、 .t(-B (26) ハの'{:形に付されたlfJif;をもつもので

13、14、17-22、24-31のan.1M.官注が:1Ij:している。:t}地ml分は)j(JII.て'ある 。|人1$'ト1Mとらナデぷ'.)~;慢をおこな

3.分類(!ID2参照) い、半らな1必部から 1((~~j!(1甘に外 卜'.Jjへ Ilf.J < 11 ~*ml をむ

係l.iA(1-13) 機五除機つまみをもち 、かつ臼 つ。先.!Î'~i.mlは先剥11') )(I!.l~ てヅL < JI:lめるの 11**1.則立14.0

縁部内1(1;にかえりをむつもので、 11紋径によリニ鶴湾1 rmをa'l・る。 i(;i.:;:とのl日l係で，1えl.f、 J(.A-1がJ(. ;::;:の

(A -1、A-2)に大別することができる。 A-l'こ、 !(.A-2とよめJ(.sカ'JHAA-2にlill"XJ

A -ll.t、日紋筏が10.2-11.5('mの純凶の Lのとし 応するむのと行・えられる，

た(1，-6 )。ただし 、その{土 l:It'Hによリさらに二分 絞 (27) 比較的がらなほ古1Iから外 ]:}jへ1((線的に

することが可能で、内外I(U全休にナデ凋終をおよなう 聞くI.H安部を Lち、端部をA<似める.I'i外I(II!:Lナ

むの(1 -3 )と米~I:部などへラケズリで終わるむの デ謝笈をおこなう

(4 -6 )がある.これらのはとんどはかえリが口紋 苔:臼8、29) 1((‘，i:)¥駄に1J1l<骨~ì.ぃ U$企部に ~lの必

部よリむ内側にあるが、下)jへうたHlしているむのが 1 リのある休部がつく.沈線文が11*'kf$ (28)または材

点ある (5 ).なJ.>No.2'は天井部をへラケズリしたのち 調ie胸部の皮 (29)にみられる r'i~ト 1(1; とむナデ湖校

ナデ;減収て・0:1二げている. を行な勺ているが、 Nn29の刷;m外j(l;にはへラ織のシャ

A-21立、 nWtが13.5<:'"以上のむので故大が17.2 -7な削リ泌がみられる.t; J;i、 N， \29の~J i111に粘土抗

cmである。内外Ifliとbナデ，測も宅て・終わるもの(7-10) がみられるが、 ζilltifUl焼さの前jfと4えてよい.

と、天)1:節外聞及びrlm請書11近くまでへラヶズリを残 笈 (30) 外上)jに外11.しなから大主<j)N < I1純白f，
すLの (11-13) とがある.また、かえりは口紋部と をLつ。 11紋部先端IHlrリi与しにより IJEI'j.気味に終わ

IlばliiJじか内nllJにある. る。内外1M とらナデ，~，\J+'足 1 休日1Iに I;l: 9'タキ 11が伐る。

このように A-l、A 2の'1'には、それぞれ会問 likl~11 (31-33) "以のほ百1Iとザえられるもので、平

ナデ絢志望をおζなうものと天.).1:存11を中心としてへラケ 成のむの (31)と山内のつく1..(1) (:~2 、:3:3 )とがある。

ズリを残すもののニ1'i・がある 。 荷台はハの，f:1f~に IJH t-、 Ylnll(Ij{;l:外)i1二むいている 。1)'1

村正:~B (14) n *.北部内l自iにかえりがつかず、ヲミチ1: 外耐 ともナデ利根による。

部につまみをもっと々えられるむの。 1(1.線的にi期いた

天井荷111.:1:、 U村部先端を外 ド)J'へ折りまげて終わる。

内外郎とも丁3れなナデ;湖桜でみる.

}手益C (15) つまみのつかないもので、天井部は

丸味をもち口紋古111.:1:やや内句会¥n米となり端部を丸〈収

める.口tま後11.4('m を ..1・る。内外 rtli ともナデ調~~o 形

状により一応J(-誌としたがJ(.~ として使用されていた

かむし1lない.

I手A (16-25) l':itiをLたず応部li!偏平かやや丸

昧をもち口付部が外.1二万に1mくもの.JHi.Aと問機、

その口持径により ぺ行に大別できる(A-1、A-2). 

A-lは口紋後が10-11.5cmまでの Lので、隊部が

比較的平らなむの (16-19)と九日本をもつもの (20、
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もの(3、4、 円、 11.-]6、問、1~)、 2 1 ) とWi:tと 忠

わjL;るよ¥¥色総がF!i{:つもの(1、記、 5-7、 9、10、

17 、 20 、 25 、 28-32)、法ぴ双)j と{，~くは??主ないも

の (22、23、24)の三HiU(があり、供給地との!羽述に

よるむのと 1tt~ て?るか、ニ Ü~ ょた今後の劫um とし

t:.、、.
最後に、 .fí~i尺修氏のl'l瓜な資料を参巧にさせていた

だいたよとを記し!ぷ必の心:に代えにい. ( '1' PEi常総}

参考文献

(l) 林紀昭 .J互泌j慈 r北大iI~逃跡:11 1:の木簡J

大国文J 16号' 滋fi大国立:会制 1978ff 

(2) 林博通 r大波京』 ニューサイエンス?に 1984if. 

(3) 中西/;il;m.石j以巡洋 ・山円以-1也『北大lltの変~.. 

1979年
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3.おわ りに

以上のように北大jIlili跡からLlIゴこしたねuY.総の年代

li、これらの;.1'111から 7Ilt紀'1'筑~後?代を'1可心に一

事I~!i 8 也;~\cf~いおよぶものと々えることができる。特

に‘ SD-1については }jfjZlJ1 N -5・-wとほぼ南北

を小し .泊二J並木fIijなどが:IU.していることから、 大i位

・8錦織ili跡とのl見Jj虫がuわれているが、調il:!_)(:の来的、

中心*-11で約16.5nd'，'d交の{~出のため、今後 h・位等の干与

E車。Zの必要性をrtè し事長I'~~よ lf1・ IJ にぬしたい.

また、杉火{主J，oi~療やオ:検については SD-1 の出土

土紛と大差がなく、lI~lUJ約に mなりを持つ こ と(同時

liF存)は確実で、その特徴から治慌の下限を 7世紀後

半代に{立近づけることができる

なお、出土:fニ~1fの胎オ:級Z4から、長石狩を多く含む



143.秦荘町金剛寺野古墳群

出土の須恵、器

者毒液町大~;: 1:蚊~I'I'・よリ大'j':蚊野外の宇治)11北停の地

域にt阜、かつて令刷、内uけf¥併と呼ばれる 、県下/illt告

の大古坑併が存イ1: していた。この占tj"ífrtlま、昭和20~.

代の後半より30年代のIjij'1主にかけて、食料¥.lt1ilffの名の

もとにm111~せられ、削減し去ったらめでめ る。この間

唱a工事中にtll1:したi立物 L、キIi介研究されることなく

全〈ヤミに消えよってしまった。これらのj立物のうち

iぬ然にも f作cfí'の予に入り仇~~，~してきたち:'[í，と古住について

紛介し、あリし 11の，'jSftlltの-2;iiを似ぽんとするもの

である，

2 

ノド下ìtJWr.の隙州 l阜、愛 1'，'t~1芯t0 2 ~;;i宵代7止:第 2 i宮古

抗議の分布と文化郊 7fiii4香川村のJtiに金剛"!j:古償訴と

して 、出土i立物の|主']J阪ととむに奇~i介されている。又、

昭和40年度先行の滋J."iV，~;，立制:日以には、 (31 )愛知郡~

:tj.町のf!ir二、

色調{止、.'.1.¥1ポ色をhiしてJ五リ、 Jtli1f>には自然1'111の相r::B
を見る.焼成{卓、'税制にして、胎 J:1ま1必て'あり、守円二

の砂キJ{を2'む調子11.、制郎 1'，'I~以上{草、JJ:~もみ~!，在、

下半{主、ナデ、 l託部I止、 i宅"111リとなゥている.

直口主主・3 n 筏 8.6M11、 ".;・，:':j13.8刷、脳径12.Oc師、

ロ鋭部Ij 、ややØlll!i状にIl~さ、 u村部11.外汚する ld 

部{よ、 î([線的であるが、やや内行会\~である。胸部以

下{止、 JL(似めている.色仰は、 1長r!i与を忌し、焼成

{立、軟'i'{である。/It.-L:.は秘にして、 f，:干の砂軌を含ん

でいる。，濁燃は、'J1，J;~~以十.は、 1~11 t r;~~ (¥主にして、以下

{立、 iを"jllリとなってもι。

Jf-瓶4 rltit: 5.6州、総，¥':jlO.O('m、JJI，'J(を10.8CJ11、1，1

古都上rlriIl)L (、 f本iftl以下 L)Lくおさめており 、Jd5111て

fiii にボタン状の~起を付・している 。 色制Ij 、 lI i'1ì'fJ火色

で、 JJfi二1:は析にして少日の砂*止を合む。焼成l.:t、1:引泌

にして、 m.Jifli以 1:は 、 H"ìナデに，~'，J燃し、以ドは箆/'jlJ り

て"lt上げている.

日村5 必需11111.壬11.3('冊、向き 3.7('師、昔話日13.5C問、

腕』;日1I後10.4C冊、脚部11.11'リとにi立;(1ずる 2条の沈斜!を

境として、スカシを 1:ド3ヶa必Hしている。仰れの内

側Ij、航・ナデにより 0:1:げられ、しぼり 11..，2.められな

い.x、r，;'$において#1怠よリ1.8cmの!日H止、中YE状

をなさず.t'iJ'.flーとなっており、 1'.持容のスカシの l二部i

2.9仰のJIl]l;t、内側にl'lilliしていなも、スカシの内上

部のものは、外側にむいて、上jl1Lと3.5mll、下jl1L長5.0

111111、j¥jjさ41.5111111の以内形をなしておリ、中央部におい

て幅をやや減じている.下町y，のスカ ;.-I.:t 、上illL~ 4.5 

として、記峨されている.l，iJ必によれば、総数 298 閥、下j!1L~ 11.0mm、向き 31.0酬の L~fì /f~ をなしている。

法のうち 、大'{:1'.蚊野に102)，ふ大'j三蚊針外に1961左存 又、下部のスカシのド端に必いては i条の淡い沈線を

.(.fしていたことが知ら札る.ゆえに、上記のj立幼:円録の j笠らしている.仰おnjlil内々してねリ、杉、身外rfrIにLt、

記述の絶倒む 、l'iJょのれに出るものはないようである。 2粂の鋭い終をイfし、 IIHmlは、 1((線状にif.J:.ゥてい

従iIijの総キrlQ)記述については、 l'iJ誌に依る外はなく . る。色訓は、lIiUí'灰色を I ，~し、焼成 IJ: 、 1:削放て・あり 、

現花で{阜、 I}}.J明u也以外の地M.Iニ、小鋭校の古川がλ'1.1'1: IJ合こUi、給・にしてほとんど砂利を合まない。

するのみで、 1'，'1 1 の r(li;il~ はない。 4

3 以上総介したれ}!(?;~については、その総形よリ大聞各

Jl:口議 1 1-1後12.4('問、札:':j18 . 4rrn CH!;定)、lJI.lt益 6世i

16.5cm、LI~t(mlli r ( J の'j':~R に外に聞いておリ、 口すま

f犯の外!llIJはltLlo.81'111 f'，u~の似・状となり、 U f，安部 i叫i~O .4

cm程度のJf-tn.rfriをイIし、紋端li州タjする.五j部はよく

張。J、胸部より応部にいたる涜界Hj!Ili内均気味を呈

している.応部は:It(収まリ、会体として、よくまと

まっている.色調{孟、外1l~lj 、!I~灰色にして、内側は、

日産泉灰色を呈している.焼成1.!I~f鳥I!にして 、 胎土 I.!i伝

である.仕上げは、 1，)苦~以上11.、刷"Ë;，謁候、胸部{立ナ

デ、低古都は、 F草J'iIJりとなっている.

広口:~':~ 2 11 t王9.7('m、22向16.5cm、制径15.5crn、

ロ要員都{ま r( Jの'{:に外にI:}.Jき 1ft:線的に立上っている.

類古1Iは、やや内1's~tr取で、 111.1ffll以ドは九〈収めている。
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300 JJ~ に泣ぽんとする)(，JjJfW'(!が、いかに Il，J~~ とは

いえ、 Fl1ゴ!正む受けずヤミに.W1) l~ られた -'J~I主、約恨:J}

であり 、現今で{立、全〈巧・え l比 iまない。J~である。当!I寺

県の文化111行政のうちl"lt泌物に.r.Jする対応l止、l!idtの
状態であリ、この状態の中て¥大m.m>j'地域に対する

調資を望む事は、不可能であった.x.、文化財保二霊法

の制定後日 むまた ì~ (、一般の文化財に対する認議む

薄いことと L羽It尖って、ついに、県下1:11桁の大市坑砕

li消滅したのである このIJ}.J ~HJ~~推iJtのー只として

関与した常者としては、悔恨の念:ととむに、今後いか

なるが怖があろうとむ、 jl?びこのような・I~態が起らな

いように祈るものである. (1主総京Y-J)


